
(57)【要約】
【課題】ガソリン自動車のエンジン油などの内燃機関用石油燃料を燃焼すれば、有害物質
を含む排出ガスが発生し、大気汚染を引き起こし環境ホルモンによる人体の健康への影響
、光化学スモッグ発生、二酸化炭素増加による地球環境悪化の原因となっている。地球環
境を改善し、人体の健康への影響を軽減すべき従来の基準よりもより一層厳しい基準の燃
焼技術の改善が必要となった。そこで、長時間の使用後も内燃機関用潤滑油の摩擦損失を
低く維持することにより燃焼効率を向上させ省燃費化を図ることができ、且つ、有害物質
を含む排出ガスの大幅な浄化をしうる潤滑油添加剤を提供すること。
【解決手段】内燃機関用の潤滑油にシロキサンなどの混合生成物を添加剤として用いた場
合、摩擦損失を低く維持し、燃焼効率が向上し排出ガス中の有害物質である一酸化炭素、
炭化水素、窒素酸化物の大幅な浄化が達成でき、省燃費化にも格段の効果を有するもので
ある。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ロ キ サ ン を 骨 格 に ホ ウ 素 （ Ｂ ） を 導 入 し 、 こ れ に 無 機 系 酸 化 物 （ Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ 、 Ｍ ｎ ） と
酸 化 セ リ ウ ム 、 シ リ カ 、 タ ル ク 、 二 酸 化 チ タ ン を 添 加 せ し め る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 効 率
改 善 と 潤 滑 油 の 劣 化 改 善 、 排 気 ガ ス 中 の 有 害 物 質 を 大 幅 に 浄 化 を す る 内 燃 機 関 用 潤 滑 油 添
加 剤 で あ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 燃 機 関 用 潤 滑 油 の 摩 擦 損 失 を 低 く 維 持 し 、 排 気 ガ ス の 大 幅 浄 化 を 図 れ る 潤 滑
油 添 加 剤 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 技 術 は 、 地 球 温 暖 化 の 一 因 と さ れ る 大 気 中 の Ｃ Ｏ ２ 濃 度 の 抑 制 や 省 資 源 の 観 点 か ら
、 ガ ソ リ ン 自 動 車 用 エ ン ジ ン 等 の 内 燃 機 関 に 対 し て 、 耐 摩 耗 性 、 酸 化 安 定 性 、 清 浄 分 散 性
な ど の 性 能 の 他 に 省 燃 費 性 を 追 求 し た も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 以 上 の 従 来 技 術 に よ れ ば 排 出 ガ ス 削 減 が で き ず 、 地 球 環 境 悪 化 に 歯 止 め が
か か ら な く 社 会 問 題 に な り 、 よ り 有 効 な 発 明 が 待 望 さ れ て い る 。 そ こ で こ の 発 明 は 、 よ り
一 段 の 長 時 間 の 使 用 後 に お い て も 内 燃 機 関 用 潤 滑 油 の 摩 擦 損 失 を 低 く 維 持 す る こ と に よ る
省 燃 費 化 と 、 排 気 ガ ス 中 の 有 害 物 質 の 大 幅 な 浄 化 を 目 指 し た 新 た な 内 燃 機 関 用 潤 滑 油 の 添
加 剤 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 内 燃 機 関 用 潤 滑 油 に シ ロ キ サ ン を 骨 格 を
し 、 ホ ウ 素 （ Ｂ ） を 導 入 し 、 こ れ に 無 機 系 酸 化 物 （ Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ 、 Ｍ ｎ ） と 酸 化 セ リ ウ ム 、
シ リ カ 、 タ ル ク 、 二 酸 化 チ タ ン を 添 加 せ し め る こ と を 特 徴 と す る 潤 滑 油 の 長 寿 命 化 と 排 気
ガ ス 中 の 有 害 物 質 を 大 幅 に 浄 化 す る 添 加 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 で 使 用 す る 添 加 剤 基 材 は 、 シ ロ キ サ ン 骨 格 に ホ ウ 素 （ Ｂ ） を 導 入 し た ボ ロ ジ フ ェ
ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー で あ る 。 こ の よ う な ボ ロ ジ フ ェ ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー は 、 市 販
さ れ て い る ポ リ マ ー を 利 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 菱 電 化 成 （ 株 ） 製 の 商 品 名 ミ オ サ ー モ
Ｖ ９ ４ ０ － ７ ０ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
添 加 剤 基 材 と し て の ボ ロ ジ フ ェ ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー に は 、 無 機 系 Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ 、 Ｍ ｎ 、
酸 化 セ リ ウ ム 、 シ リ カ 、 タ ル ク 、 二 酸 化 チ タ ン 等 の 酸 化 物 を 添 加 ・ 混 合 す る 。 こ れ ら の 無
機 系 酸 化 物 の 粒 径 は 、 例 え ば ０ ， ０ １ ～ １ μ ｍ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に お い て 、 ボ ロ ジ フ ェ ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー と 無 機 系 酸 化 物 の 配 合 割 合 は 、 例 え
ば ボ ロ ジ フ ェ ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 無 機 系 酸 化 物 ２ ０ ～ １ ０ ０ 重
量 部 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ６ ０ 重 量 部 が よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 形 態 の 効 果 】
以 下 本 発 明 の 実 施 例 に よ り 更 に 説 明 す る 。 ボ ロ ジ フ ェ ニ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー （ 菱 電 化 成
（ 株 ） 製 商 品 名 ミ オ サ ー モ Ｖ ９ ４ ０ － ７ ０ 、 不 揮 発 成 分 ７ ０ ％ 、 重 合 度 ５ ０ ０ ０ 、 ２ ０ ℃
に お け る 粘 度 ２ ５ セ ン チ ポ イ ズ ） に 対 し て 、 無 機 系 酸 化 物 （ 平 均 粒 径 ０ ， ０ ５ μ ｍ ） を ３
０ 重 量 ％ 配 合 し た 。 両 者 を よ く 混 合 す る こ と に よ り 、 添 加 剤 を 調 製 す る こ と が で き た 。 こ
の 添 加 剤 を 加 え た 潤 滑 油 で ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 排 気 濃 度 試 験 を 実 施 し た 。 結 果 を 下 記 表 １
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に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上 記 の 表 よ り 、 本 発 明 の 潤 滑 油 添 加 剤 は 排 気 ガ ス 中 の 有 害 物 質 で あ る Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ が 大 幅 に
減 少 し て い る 、 又 、 Ｃ Ｏ ２ は 増 加 し て い る こ と に よ り 完 全 燃 焼 が 起 こ り 、 燃 焼 効 率 は 向 上
し て い る こ と を 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 特 定 の 混 合 比 を 用 い て 得 ら れ る シ ロ キ サ ン の 混 合 生 成 物 で あ り 、 内 燃 機 関 用 潤
滑 油 の 添 加 剤 と し て 用 い た 場 合 、 長 期 間 の 使 用 に お い て も 低 い 摩 擦 損 失 を 維 持 で き る た め
省 燃 費 化 に も 格 段 の 効 果 を 有 し 、 排 気 ガ ス 中 の 有 害 物 質 を 大 幅 に 浄 化 を 達 成 す る も の で あ
る 。
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